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1. はじめに

インターネットにある情報からユーザが目的とする

情報を効率的に探すためには，検索エンジンを利用す

るのが一般的である．しかし，検索エンジンに入力し

た検索クエリが状況に応じて意味が変化する単語だっ

た場合，Web検索結果に目的とする情報以外のものを

含んでしまう問題がある．

本研究では，Web検索結果を単語が持つトピックご

とにクラスタリングし，対象とする検索クエリについ

て自動生成した要約文をWeb検索結果とともにユーザ

に提示する．対象とする検索クエリについて要約文を

付与することにより，どのトピックが自分の目的とす

る情報か曖昧な場合においても，情報発見を容易にす

ることができると考えられる．

本稿では，Conditional VAEが要約文生成において

も有効であることを示す．Conditional VAEを用いる

ことで，要約対象となる文章の文体を適切に保持した

まま，各トピックに合わせた要約文の生成が可能にな

るものと考えられる．

2. 先行研究

2.1. Variational AutoEncoder (VAE)

Diederikらは，ニューラルネットワークを用いて次

元削減を行う手法である AutoEncoder 1) を構成する

潜在変数に確率分布を導入することで，ランダム性を

もたせつつ次元圧縮後の潜在変数を求める手法を提案

した 2)．

図 1に VAE全体のイメージ図を示す．データX を

入力とし，Encoderでデータがもつ潜在変数 z を学習

する．潜在変数をサンプリングするのではなく，平均

ベクトル µと分散ベクトル σ2 を用いて近似し，基の

データを復元した際の復元誤差と正則化を最適化する

ことによってデータを学習している．
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図 1: Variational AutoEncoder

2.2. Conditional VAE (C-VAE)

C-VAEは，VAEの EncoderとDecoderで行うデー

タの入力に，正解ラベルを付与して学習することによっ

て，半教師あり学習で復元するデータを指定できるよ

うにした手法 3) である．

本研究では，Encoderには要約文の正解ラベル，De-

coderには検索クエリがもつトピックのラベルを入力

することにより，要約文がもつ文体を保持しつつ，ト

ピックの要約文を生成する．

3. 提案手法

3.1. 概要

本研究では，Web検索結果から作成したコーパスを

用いて LDAによるクラスタリングを行うことで，検索

クエリがもつトピックごとに検索結果を分類する 4)．

日本語版Wikipediaの記事から学習した潜在変数 z

と，Web検索結果のコーパスから作成したトピックラ

ベルを入力とし要約文を生成する．

3.2. Web検索結果のクラスタリング

ユーザが入力した検索クエリについて，Google検索

結果上位 1,000件分のWebページを収集する．収集し

たWebページを構成する HTMLを解析し，本文デー

タを抽出する．抽出した本文データを形態素解析し，分

かち書きしたものをコーパスとする．

作成したコーパスを基に LDAを用いて，検索クエリ

がもつトピックごとにクラスタリングを行う．LDAに

よるクラスタリングを行う場合，トピック数を設定し

なければならないが，今回は主観的に設定する．
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3.3. 要約文生成

図 2に要約文生成手法の概要図を示す．
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図 2: C-VAEを用いた要約文生成

日本語版Wikipediaコーパスから生成した文書ベク

トルと記事タイトルのone-hotベクトルをEncoderへの

入力とする．先行研究とは異なり，EncoderとDecoder

のネットワークには LSTMを採用する．Decoderには

潜在変数 zと共に，生成したいWeb検索結果のトピッ

ク文から生成した one-hotベクトルを入力する．

Encoderと違い，Decoderではトピック文から生成

したベクトルを正解ラベルとすることで，目的とする

トピックの要約文を生成する．

4. 実験

4.1. 実験条件
C-VAEを用いた要約文生成手法が有効であることを

示すための実験を行った．要約文を生成する検索クエ

リには，「指導者」，「読者」，そして「読み取り装置」の

トピックをもつ「リーダー」に設定した．生成モデル

用の学習データには日本語版Wikipediaの記事データ

を使用する．

開発言語には Python 3.6，形態素解析器にMeCab，

そして形態素解析用の辞書には mecab-ipadic-

Neologed2を使用した．C-VAEを用いて学習，及びテ

ストを行うために設定した各パラメータの値を表 1に

示す．

表 1: 学習用パラメータ

エポック数 30

Encoderのユニット数 300

潜在変数と Decoderのユニット数 600

バッチサイズ 45

サンプリング数 10

単語ドロップアウトの割合 0.5

4.2. 実験結果と考察
生成された各トピックごとの要約文を表 2に示す．
2https://github.com/neologd/mecab-ipadic-neologd

表 2: 生成された各トピックの要約文

指導者 の指導者。

読者 本を読む。

読み取り装置 バーコードを読み取る。

「読者」と「読み取り装置」のトピックで生成され

た要約文はトピックを表す端的な文が生成された．特

に「読者」のトピックから生成された要約文は，「読者」

と「本」の潜在的意味の関連性が反映されており，良

い要約文が生成されたと考えられる．しかし，「指導者」

のトピックで生成された要約文は「指導者」という単

語を含んではいるものの，助詞の「の」で文が開始さ

れてしまった．これは学習において，構文情報などを

特に利用しているわけではないことによるものである

と考えられる．

5. おわりに
本稿では，LDAを用いて検索クエリがもつ潜在的ト

ピックを考慮したクラスタリングを行ったWeb検索結

果に対し，C-VAEを用いた要約文生成手法を提案し，

実験結果から C-VAEが要約文生成においても有効で

あることが示唆された．

実験時に設定した学習用パラメータは暫定的なもの

であるため，今後はパラメータを調整するとともに，他

の検索クエリでの実験を行う予定である．
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